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「社協だより」は共同募金の配分金により発刊しております。

未来を担う子どもたち

太田児童館　ゆきあそびｉｎ北欧の杜

　北秋田市社協では、高齢者・障害福祉の他、児童館運営など子育て支援事業の取り組み
にも力を注いでいます。
　北秋田市の子どもたちは、この大雪もなんのその！雪も「おもちゃ」にして元気に外遊び。
頼もしい限りです。今年も明るく安心して暮らすことができる北秋田市になるよう、地域の
福祉事業拡充に努めて参ります。



平成２４年２月１日　第４１号（２）社協だより

　

昨
年
の
3
月
11
日
東
日
本
大

震
災
の
と
き
、
当
地
域
も
二
日

間
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
食

料
と
燃
料
等
が
極
端
に
不
足
し
、

高
齢
者
世
帯
が
不
安
を
感
じ
な

が
ら
の
生
活
の
中
で
、
町
内
会

と
し
て
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

安
否
確
認
だ
け
で
な
く
、
隣
近

所
の
絆
と
一
時
的
な
避
難
所
が

必
要
で
な
い
か
と
痛
感
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

市
社
協
か
ら
、
県
社
協
が
行

う
地
域
福
祉
推
進
事
業
に
取
り

組
ん
で
み
な
い
か
と
8
月
に
話

が
あ
り
、
早
速
役
員
会
で
相
談

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

決
定
を
受
け
た
後
の
11
月
に

は
、
地
域
住
民
同
士
の
助
け
あ

い
・
支
え
合
い
の
必
要
性
の
事

例
を
交
え
な
が
ら
の
「
住
民
パ

ワ
ー
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
て
の
福
祉
学
習
会
を
行

い
、
さ
ら
に
、
毎
週
水
曜
日
に

会
館
に
て
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
午
前

10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
（
各

自
お
に
ぎ
り
を
持
参
）
開
催
し

て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

12
月
最
後
の
サ
ロ
ン
は
、
お

楽
し
み
だ
ま
っ
こ
会
と
し
て
企

画
し
、
手
作
り
の
料
理
を
食
べ

な
が
ら
30
名
で
楽
し
み
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
サ
ロ
ン
は

高
齢
者
に
と
っ
て
す
ご
く
良
い

事
業
で
あ
る
。
役
員
に
は
難
儀

を
か
け
る
が
継
続
し
て
欲
し

い
」「
一
日
中
家
族
と
話
を
す

る
機
会
も
な
く
過
ご
す
時
も
あ

る
の
で
最
高
に
良
い
集
ま
り
場

で
あ
る
」
ま
た
、
家
族
か
ら
は

「
家
の
お
ば
あ
さ
ん
は
水
曜
日

に
な
る
と
活
き
活
き
と
し
て
出

か
け
る
」
等
の
話
が
町
内
会
に

届
き
、
福
祉
推
進
事
業
に
取
り

組
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
の
11
月
か
ら
7
回

開
催
さ
れ
、
利
用
者
は
合
計
で

130
名
、
1
回
平
均
約
18
名
に
な

り
ま
す
。
今
後
は
参
加
者
の
血

圧
測
定
や
歯
科
衛
生
講
習
会
を

開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

新
年
か
ら
は
、
秋
田
県
の
地

域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

の
立
ち
上
げ
事
業
と
拠
点
整
備

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
〜
住
民
パ
ワ
ー
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〜

坊
沢
相
善
町
内
会

　
坊
沢
相
善
町
内
会
で
は
今
年
度
秋
田
県
社
協
の
指
定
を
受
け
、
地
域
の
相
互
援
助
機
能

の
再
構
築
・
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
福
祉
推
進
事
業
を
実
践
中
で
す
。

　
今
回
は
、
相
善
町
内
会
の
成
田
政
則
会
長
よ
り
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
ご
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

一人よりみんなで食べるとやっぱり美味
しい。会食の後は歌で盛り上がりました。

1月11日の新年会では、体操で日頃の運動
不足を解消。昼は豆腐汁で楽しみました。

地　域　の　話　題

た か の す

　

１
月
17
日
、
北
秋
田
市
老
人

ク
ラ
ブ
鷹
巣
支
部
の
小
森
大
清

水
会
（
会
長
中
林
藤
一
郎
氏
）

で
は
友
愛
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
毎
月
1
回
行
わ
れ
る
定

例
会
で
、
今
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
社
協

職
員
が
東
日
本
大
震
災
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活

動
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
の
仕
事
内
容
を

説
明
し
た
あ
と
、
災
害
直
後
の

現
地
の
模
様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
し
て
い
る
様
子
な
ど

の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
で
上
映
し

ま
し
た
。

　

写
真
と
は
い
え
、
津
波
が
残

し
た
傷
跡
の
光
景
を
目
の
当
た

り
に
し
た
参
加
者
か
ら
は
大
き

な
た
め
息
が
聞
こ
え
て
来
ま
し

た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
を
整
備

し
て
、
高
齢
者
の
集
ま
り
や
す

い
施
設
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
者
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

地
域
に
お
け
る
日
常
的
な
支
え

合
い
活
動
の
推
進
を
図
る
と
共

に
、
地
域
で
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
ご
近
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
推
進
し
、
災
害
の
緊
急
事
態

に
対
応
で
き
る
町
内
会
を
目
指

し
て
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

（
相
善
町
内
会
長
成
田
政
則
）

　
折
り
紙
を
す
る
人
、
テ
レ
ビ
を
見

る
人
、
話
に
夢
中
に
な
る
人
。

　
水
曜
日
を
重
ね
る
毎
に
相
善
町
の

「
ご
近
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
輪
は

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
小
森
大
清
水
会
　

大
震
災
の
こ
と
を

　
忘
れ
な
い
よ
う
に小森会館に23名が集まり、被災地の

現状報告に聞き入っていました。

シリーズ②
地域福祉推進モデル事業



社協だより（３）第４１号　平成２４年２月１日

　

12
月
15
日
今
年
度
2
回
目
の

在
宅
介
護
者
の
集
い
を「
あ
ゆ
っ

こ
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
北
秋
田
市
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
春
日
氏
を
招
き
、

『
認
知
症
』
に
つ
い
て
講
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
脳
の
病
気
で
誰
も

が
な
り
得
る
病
気
で
あ
り
、
専

門
医
の
診
察
、
内
服
薬
で
進
行

を
防
止
し
た
り
、
介
護
者
の
対

応
や
声
か
け
の
仕
方
な
ど
で
も

穏
や
か
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

介
護
者
か
ら
は
「
難
し
い
け

ど
、
安
心
で
き
る
声
か
け
を
し

て
み
よ
う
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

あ い か わ

も り よ し　

11
月
18
日
米
内
沢
地
区
の
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
た
ち
と

米
内
沢
保
育
園
の
園
児
の
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
の
方
5
名
の

協
力
を
得
て
、
み
ん
な
で
「
だ

ま
っ
こ
作
り
」
を
し
ま
し
た
。

小
さ
な
手
で
一
生
懸
命
「
だ

ま
っ
こ
」
を
丸
め
る
か
わ
い
ら

し
い
園
児
を
目
を
細
め
て
見
つ

め
る
高
齢
者
の
方
の
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　

会
食
ま
で
の
待
ち
時
間
に

は
、
み
ん
な
で
「
か
る
た
と
り
」

を
楽
し
み
、
最
後
に
は
園
児
か

ら
お
礼
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
、

「
ま
た
来
年
会
お
う
ね
！
」
と

お
互
い
に
お
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
森
吉
地
区
の
75
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を

対
象
に
「
福
祉
弁
当
」
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

　

森
吉
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
、
愛

情
込
め
て
作
っ
て
く
れ
た
「
手

づ
く
り
弁
当
」
に
、
旧
森
吉
町

内
の
小
学
校
3
校
の
児
童
よ
り

い
た
だ
い
た
心
の
こ
も
っ
た

「
絵
手
紙
」
を
添
え
、
民
生
児

童
委
員
の
方
た
ち
が
一
軒
一
軒

届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

季
節
感
あ
ふ
れ
る
愛
情
た
っ

ぷ
り
の
お
弁
当
が
届
く
と
、
皆

さ
ん
笑
顔
に
な
り
「
あ
り
が
た

い
ね
」
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

高
齢
者
と
園
児
の

だ
ま
っ
こ
交
流
会

愛
情
た
っ
ぷ
り

　
　
　
福
祉
弁
当

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
　
　
認
知
症
を
学
ぼ
う昼食後はお互いの日頃の介護について語

り合い交流を深めました。

この日127食を作り、高齢者へと手渡さ
れました。

　

あ
に
地
区
の
70
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
た
ち
を
対
象
に

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
毎
年
、
忘
年
会
も

兼
ね
て
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

雪
の
中
45
名
が
参
加
。

　

最
初
に
軽
運
動
で
身
体
を
温

め
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
一
喜
一

憂
。
昼
食
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
き

り
た
ん
ぽ
に
舌
鼓
を
打
ち
、

少
し
お
酒
も
飲
ん
で
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
一
人
だ
と

き
り
た
ん
ぽ
を
つ
く
っ
て
食
べ

る
こ
と
も
な
い
。
と
っ
て
も
お

い
し
か
っ
た
」「
他
の
地
域
の
人

と
交
流
が
持
て
て
楽
し
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
う
べ
し
な
ぁ

 

一
人
暮
ら
し
交
流
会

あ    に

も
ろ
び
苑

　
子
ど
も
た
ち
と
の

　
　 

餅
つ
き
交
流
会

　

12
月
1
日
、
恒
例
の
餅
つ
き

交
流
会
が
開
か
れ
、
大
阿
仁
小

学
校
と
大
阿
仁
保
育
園
、
同
苑

利
用
者
な
ど
合
わ
せ
て
約
100
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
小
2
個
の
臼
で
、
用
意
し

た
13
㎏
の
餅
米
を
児
童
や
園
児

と
利
用
者
で
交
代
し
な
が
ら
大

き
な
杵
を
振
り
上
げ
、
餅
を
つ

き
あ
げ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
餅
は
早
速
あ

ん
こ
餅
に
し
て
そ
の
場
で
一
緒

に
食
べ
た
他
、
お
昼
に
は
雑
煮

と
し
て
利
用
者
に
振
る
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

冬
の
風
物
詩
の
餅
つ
き
を
通

し
て
、
昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら

の
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
と
き
で

し
た
。



平成２４年２月１日　第４１号（４）社協だより

赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業

１．目　的
　　北秋田市における福祉課題に取り組む当事者組織や、ボランティア・市民活動団
　体などの地域福祉活動に対し、赤い羽根共同募金からの配分金を用いて財政面か
　ら支援し、活性化を図るために助成します。

２．助成対象
　　北秋田市内で地域住民を対象に自主的・自発的に地域福祉活動を行う当事者
　組織、ボランティアグループ、ＮＰＯ法人、任意団体などで、共同募金の趣旨につい
　て理解、共感し、この運動に自ら積極的に参画、推進する団体とします。

３．助成対象活動（事業）
　　北秋田市内における地域福祉活動（事業）を助成対象とします。
　　ただし、次のことは対象としません。
　（１）介護保険事業（近接事業含む）や、営利活動、選挙運動、政治活動、宗教活動
　（２）団体または下部組織への助成を目的としたもの
　（３）助成以外の財源により必要な活動（事業）を達成できるもの
　（４）会員、構成員同士の親睦のみを目的としたもの
　（５）その他会長が不適当と認めたもの

４．助成金の交付金額
　　助成金の交付金額は、総額 250 万円を限度とし、活動（事業）内容を勘定して定め
　ることとしますが、１事業につき最高 20万円を限度とします。

５．助成対象となる活動（事業）の実施期間
　　平成24年５月１日以降に開始し、平成25年３月31日までに完了することとします。

６．募集期間
　　平成24年２月15日（水）から平成24年３月14日(水）必着

７．事前説明会
　　日時：平成24年２月14日（火）　午後１時30分～２時30分
　　会場：北秋田市交流センター（北秋田市材木町２－２）２階　第２研修室

８．応募方法・申請書請求及び問い合わせ先
　　北秋田市社会福祉協議会　北秋田市花園町16-1　電話69－8025

北秋田市を元気に、明るくする活動に
総額２５０万円を助成します。

北秋田市を元気に、明るくする活動に
総額２５０万円を助成します。

～平成23年度に助成を受けた団体の皆様へお願い～

公募によるボランティア・市民活動応援助成金

「事業報告書」は事業終了後1ヶ月以内に提出下さいますようお願いいたします。

５０万UPしました



社協だより（５）第４１号　平成２４年２月１日

赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業　赤い羽根共同募金助成事業

全国でも助成金を使って様々な活動をしている人たちがいます。

高齢者支援

●ふれあいいきいきサロン

●一人暮らし交流会

●介護者のつどい

障害児・者支援

●作業所物品整備事業

●スポーツ交流会開催事業

子育て支援

●子育て支援グッズ整備事業

●親子リフレッシュ事業

地域防犯対策

●パトロール隊支援事業

●防犯灯設置事業

地域環境整備

●ふれあい花壇整備事業

●公園清掃事業

●ベンチ設置事業

三世代交流

●だまっこ作り交流会

●餅つき交流会

地域防災活動

●ふれあい防災体験事業

●救護テント整備事業

ボランティア支援

●朗読・手話ボランティア支援事業

●理容ボランティア支援事業

●子ども見守りボランティア支援事業

文化伝承

●伝統工芸講座

●歴史紙芝居整備事業

●郷土料理講座

市民向け講座

●手話・点字学習会

●福祉体験・介護教室

皆さんも、じぶんの住む町で何か始めてみませんか？

平成23年度赤い羽根共同募金実績報告
共同募金運動へのご協力ありがとうございました

　今年度も、多くの皆様からたくさんの募金が寄せられ
ました。皆様のご協力に対し、心から感謝申し上げます。
　北秋田市で集められた募金は、秋田県共同募金会
から北秋田市社会福祉協議会に約 70％、それ以外は
市内をはじめ県内の福祉施設の整備費用や福祉団体
などに助成されます。
　北秋田市に配分される募金は、市民を応援する活動
や、赤ちゃんから高齢者・障害児・者から喜ばれる事業に
使われます。
　

１１，902，154円

北秋田市目標額　12,082,000円

募金実績（平成24年1月26日現在）

おかげさまで、前年実績を55万円上回る善意が寄せ
られ、市民を応援する事業費の増額につながること
となりました。ありがとうございました。

達成率：98.5％

八
幡
平
の「
秋
」と「
不
思
議
」

　　　　さ
が
し
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
よ
う

《
助
成
事
業
名
》

　
市
外
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
場
合
、レ
ン
タ

カ
ー
費
用
が
悩
み
の
種
で
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
助
成
金
の
お
陰
で
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。募
金
者
の
皆
様
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（前年実績11,350,859円）

　
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
は
、親
子
を
対
象
と
し

た
自
然
体
験
、高
齢
者
と
の
交
流
、手
づ
く

り
体
験
な
ど
の
活
動
を
通
し
、親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。今
回
初
め
て
赤
い
羽

根
の
助
成
金
を
利
用
し
、活
動
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。わんぱくクラブ（綴子地区）

ありがとうメッセージ
助成を受けた団体からの
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皆様の善意は、地域福祉推進の大き
な力です。ありがとうございます。

平成23年11月1日～平成23年12月31日受付分

善　意善　意
香
典
返
し
寄
付
金

一

般

寄

付

金

＊土日・祝祭日・お盆・年末年始はお休みです

北秋田市 心 配 ご と 相 談 所

＊相談会場＊

電話６２－６８６８電話

《
た
か
の
す
受
付
分
》

《
あ
い
か
わ
受
付
分
》

《
も
り
よ
し
受
付
分
》

《
あ
に
受
付
分
》

■ 月曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター)

■ 火曜日　もりよし(もりよし地域福祉センター)

■ 水曜日　あ　　に(あ　　に地域福祉センター)

■ 木曜日　あいかわ(あいかわ地域福祉センター)

■ 金曜日　たかのす(北秋田市地域福祉センター)
６２－６８６８
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誰かに聞いてもらいたい。でも誰に話したらいいか・・・。
どんな心配ごとや悩み事でも相談員がじっくりお聞きします。

＊森吉地域では月１回（第 2火曜日）老人憩いの家
『寿荘』で相談所を開設しています。

一人で悩んでいませんか？　まずはお電話ください。

月曜日～金曜日
午前１０時～午後３時
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鷹巣児童館
63-2436

中央児童館
62-2300

西児童館
62-1922

綴子児童館
62-1071

太田児童館
62-4405

□節分おたのしみ会
　２月３日（金）１５：３０～
　豆まきをして、心の中の悪い鬼
　を追い出しましょう！

□ひなまつりお茶会
　３月２日（金）１５：３０～

□たのしいクッキング
　２月１４日（火）１５：００～
　バレンタインチョコを作り
　ましょう♪

□ひなまつりお茶会
　３月２日（金）１５：００～

□節分お楽しみ会
　２月３日（金）１５：００～
　鬼は～外！追いだしたらデカパン
　リレーで競争だ！
□ひなまつりクッキング
　「お茶会」
　３月２日（金）１５：００～

□おひな様茶会
　２月２１日（火）１５：００～
　お世話になった地域の方をお
　招きして一緒に楽しもう！
　
□「６年生ありがとう」の会
　３月１２日（月）１５：００～
　6年生にこれまでのありがとう
　をつたえよう！

□楽しいクッキング
　２月１３日（月）１５:００～
　バレンタインのおかしづくり

　　
□ひなまつりお茶会
　３月２日（金）１５:３０～

子育てサポートハウス
わんぱぁく℡６２－５５５７
北秋田市花園町１９－４（北秋田市役所ウラ）

北秋田市のパパ、ママを応援するための施設です

　行事の参加対象は、主に０～４歳までのお子さんと保護者となります《行事予定》

　子育ての悩みなどに関する相談、就学前のお子さんを連れて
気軽に集える広場の提供、各種事情により一時預かりをしたいと
きに利用できる施設です。
　さらに、病児・病後児保育も受け入れしています。ご利用の詳細
については、お気軽にスタッフにおたずねください。

   みんな大好き
　　　じどうかん
   みんな大好き
　　　じどうかん

　節分が過ぎると立春です。早く雪が

溶けるといいなぁ。。。今回も、節分や桃

の節句などの行事が満載です♪

みんなで遊びにきてね～！

恵方巻つくったよ！

今回は「のびのびタイム」の様子を紹介します。

　のびのびタイムは子育てを頑張るパパやママなど誰で
も気軽に参加できるサークルです。
　この日は雪のためかチョッピリ少なめの参加者でしたが、
年明け最初の「のびのびタイム」では、久しぶりに顔を合わ
せるお友達に少し照れながら、元気に走り回る子どもたち
の笑顔であふれていました。　

＊主な遊びメニュー＊
　たくさんのおもちゃで自由遊び、親子体操、
　紙芝居、手遊び、読み聞かせなど

会場が広く、子どもたちが「のびのび～」と遊べるサークル

です。皆さんも参加してみませんか？　

■育児サークル　にこにこクラブ（申込みしてね！）
　今年度最後のにこにこクラブです。
　「親子ふれあい遊び」を楽しみます♪
　日　時：２月１７日（金）１０：００～１１：３０
　会　場：鷹巣児童館　定員：１５組
　申込み：２月１４日（火）まで

■育児サークル　のびのびタイム（申込みは不要です）
　親子で気軽に参加できるサークルです
　日　時：２月７日（火）
　　　　　３月６日（火）
　　　　　１０：００～１１：３０
　会　場：坊沢公民館



★たかのす地域福祉センター
★あいかわ地域福祉センター
★もりよし地域福祉センター
★あ　　に地域福祉センター

☎６３－２１０９
☎７８－３１６６
☎７２－３４９４
☎８２－３３７４

【お問い合わせ先】

★社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会
　〒018-3312　北秋田市花園町１６ー１
電話　0186－69－8025
FAX　0186－63－2460

北秋田市社協は「赤ちゃんから高齢者まで」

　　　　　　　　　みんなの暮らしを応援します！

皆様のいろんな声をお聞かせください。

社会福祉協議会では　みなさんのご意見・ご質問を
受付しています。また、みんなに役立つ情報を募集しています。

木元愼一 弁護士による

無料法律相談

お し ら せ

《お申込み先》
　・心配ごと相談室　電話６２－６８６８
　・社会福祉協議会　電話６９－８０２５

◆日　時　平成２４年２月１６日（木）
　　　　　午前１０時～１２時／午後１時～２時３０分
◆会　場　北秋田市地域福祉センター　２階研修室
　　　　　（北秋田市宮前町９－６８）
◆定　員　７組／１日（１組 30分）
◆対　象　北秋田市民　◆相談料　無料

★受付開始★
２月６日（月）午前10時より開始いたします。

※定員になり次第締切となりますので、
　ご了承下さい。

社協だより 平成２４年２月１日　第４１号（８）

男同士だからわかり合えることもある！

～男性介護者のつどい～災害ボランティア養成講座
災害は忘れた頃にやってくる。

　市内の男性介護者を対象に『男性介護者のつどい』を
開催します。日頃の介護について抱えている思いや悩み
を語り合いながら、介護知識について理解を深めてみま
せんか？明日からの介護生活に活かせる情報が盛りだく
さんです。多数のご参加をお待ちしております。
◆日　時　平成２４年２月２６日(日）
　　　　　午後１時～3時30分
◆会　場　北秋田市交流センター２階和室
　　　　　（材木町２－２）
◆参加費　無　料
◆対　象　北秋田市在住の要介護者を介護して
　　　　　いる男性介護者
◆内　容　介護体験談、役立つ介護用品、介護
　　　　　技術の紹介等　　　

◆日　時　平成２４年２月７日(火）
　　　　　1回目　午前１０時３０分～
　　　　　2回目　午後１時～
◆会　場　北秋田市地域福祉センター２階研修室
　　　　（宮前町９－６８）
◆講　師　日本赤十字社秋田県支部
　　　　　事業推進係長　稲岡氏
◆参加費　無　料
◆対　象　どなたでも参加できます　
◆内　容　災害時の知っておきたい知識や技術・心
　　　　　得など。

　東日本大震災から１０ヶ月が経過しました。
　災害が起こった時あわてず対応できるように、また誰か
を支援できるよう、必要な知識と技術を学びませんか？

　ボランティア活動中の事故によりケガを
された場合や、偶然の事故により他人にケ
ガをさせたり、他人のものを壊したことによ
り損害賠償責任を負われた場合に保険料
をお支払いします。

ボランティア活動
保険料を助成します

みんなで
　安心

　鷹巣小学校から車いすの寄贈が
あり、12月20日贈呈式が行われまし
た。
　寄贈をうけた車いすは児童とご
家族、地域の方々が集めてくださっ
たアルミ缶回収の収益金で購入さ
れたものです。
　地域一体となって取り組むボラン
ティア活動が、地域の福祉に役立て
られます。

アルミ缶が車いすに
　　　　～鷹巣小学校に感謝状～

全校集会で贈呈式が行われ、代表
児童に感謝状が手渡されました。

市内で活動しているボランティア団体が加入
できます。詳しくは各地域福祉センターへお
問い合わせ下さい。

例えば･･･「近所の高齢者が雪寄せの心配をしている
ようだけどどこに相談したら・・・」という問い合わせや、
「町内会で福祉用具や遊具など準備したいが、助成金
などありますか？」など。
皆さんの役に立つ情報にお答えいたします。

E-mail : kitaakita_shakyo@cyber.ocn.ne.jp
URL : http://www.kitaakita-shakyo.or.jp
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